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研究成果の概要（和文）：本研究は、会話ロボットUnibo（Uniboと呼ぶ）を用いて独居高齢者のフィジカル面と
メンタル面をサポートするシステムを構築することを目的とする。本研究では、Uniboに電子体温計、血圧計を
接続するプログラムを実装し、測定値をインターネットを通して医療機関に転送することによってフィジカル面
のサポートを行う。Uniboは音声による自然な会話やゲームを行うことが可能なので、Uniboとの対話を通してメ
ンタル面のサポートが可能となる。高齢者を対象に実験を行った結果、本システムはフィジカル面でもメンタル
面でも有効であるとの結果を得ることができた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to construct a system to support the physical 
and mental health of older adults living alone using a conversational robot Unibo (called Unibo). In
 this study, physical support will be provided by implementing a program to connect an electronic 
thermometer and a sphygmomanometer to Unibo. Since Unibo is capable of natural conversation and 
games using voice, mental support can be provided through interaction with Unibo. Experiments with 
older adults have shown that this system is effective for both physical and mental support. A system
 that uses conversational robots to support the physical and mental health of older adults living 
alone.

研究分野： ヒューマンインタフェース
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、会話ロボットUniboを用い、体温や血圧などのバイタルサインを測定する機能を付与するととも
に、Uniboと会話をしたり、一緒にゲームをすることで、心の健康を促進することが可能となるシステムを構築
した。Uniboに電子体温計と血圧計のデータを送信するプログラムを実装して実験を行った結果、バイタルデー
タを正確に取得することが可能となった。これにより、本システムはフィジカル面でのサポートに有効であるこ
とがわかった。また、Uniboと会話をする実験を行った結果、実験後には28.1% 感情が明るい方に変化してい
た。このことより、本システムがメンタル面でのサポートに有効であることがわかった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
日本の高齢化率（65 歳以上の人口）は 2022 年時点で 29.0%と過去最高を記録している。高

齢化率は今後も増加し、2070 年には 38.7%にまで上昇すると予想されており日本の高齢化は急
速に進行している。さらに深刻なのは、65 歳以上の一人暮らしの高齢者の数が男女ともに増加
傾向にあり、この傾向は今後も解消される気配はない。令和 2 年には男性の 15.0％、女性 22.1％
が独居高齢者となっている。このような高齢社会に対応するためには、高齢者が心身ともに自立
し健康的に生活できる期間（健康寿命）をできるだけ伸ばすような仕組みを構築することが重要
となる。本研究では、会話ロボット Unibo を用い、体温や血圧などのバイタルサインを測定す
る機能を付与し、身体的な健康管理をはかるとともに、Unibo が高齢者と会話をしたり、一緒に
ゲームをすることで、心の健康を促進することが可能となる。 
 
２．研究の目的 
本研究は、会話ロボット Unibo（Unibo と呼ぶ）
を用いて独居高齢者のフィジカル面とメンタル
面をサポートするシステムを構築することを目
的とする。Unibo の外観を図１に示す。Unibo は
マイク、カメラ、ディスプレイ、を内蔵している。
本研究では、Unibo に電子体温計、血圧計を
Bluetooth を用いて接続し、測定値をインターネ
ットを通して医療機関に転送する。医療機関と
Unibo はメール、電話、TV 電話で接続され、双
方向の通信を行うことによりフィジカル面のサ
ポートを行う。高齢者は情報機器の取り扱いが得
意でない場合が多いので、高齢者と Unibo のやり取りは音声によって行う。Unibo のディスプ
レイには喜怒哀楽の表情を表示することができるため非常に「かわいい」印象を与える。高齢者
が「かわいい」Unibo と楽しみながら会話をすることで孤立しがちな独居高齢者の孤独感や疎外
感を軽減することができ、メンタル面のサポートにつなげることができると考えている。 
 
３．研究の方法 
本研究では、独居高齢者宅に Unibo を設置し、Unibo が独居高齢者の体温、血圧などのバイタル
サインデータを収集しフィジカル面をサポートする。また、Unibo の機能を活用し、独居高齢者
の話し相手になったり、「しりとり」や「クイズ」などのゲームを行うことによりメンタル面か
らサポートする。このように、本研究は Unibo を用いて独居高齢者のフィジカル面とメンタル面
の両面からサポートするシステムを構築することを目的とする。本研究で構築するシステムの
概要を図２に示す。 
 

 
図２ 本研究で構築するシステムの概要． 

 
 Unibo には電子体温計、電子血圧計を Bluetooth で接続する。高齢者と Unibo とのやりとりは
音声での会話によって行う。我々は高齢者を対象とした摂食嚥下訓練システムに関する研究を
行ってきた。その研究ではタブレットを用いたが、高齢者がタッチパネルに操作しようとしても
うまく反応しない事例が多発していた。そこで、本研究では高齢者とシステムとのやり取りは音

 
図１ Unibo の外観． 



声によって行うこととした。Unibo から高齢者への指示は音声で行い、高齢者が Unibo に指示を
出すときも音声で行う。たとえば、高齢者が Unibo に対して「こんにちは」と話しかけると、
Unibo もそれに応じて「こんにちは、お元気ですか？」と自然な受け答えを行う。 
 Unibo はインターネットを通して、外部とメール、TV 電話、電話（通常の音声通話）で双方向
に連絡を取り合うことができる。また、測定したバイタルサインのデータは医療機関に自動送信
され、医療従事者は高齢者の体調を遠隔で把握することができる。 
 
４．研究成果 
（１）システムの機能 
本研究では Unibo に以下の(Ⅰ)から(Ⅲ)の機能を実装し、高齢者のフィジカルとメンタルの両
面をサポートできるシステムを構築することができた。 
 (Ⅰ)高齢者に対して音声で指示を与える機能。 
 (Ⅱ)高齢者のバイタルサインデータ等を、医療機関にメールで送信する機能。 
 (Ⅲ)高齢者と会話やゲームを行いメンタル面のサポートを行う機能。 
 体温、血圧の測定は毎日決まった時間に Unibo から音声で指示を出すことができる。その際、
Unibo が発する音声指示の例を表１に示す。Unibo の指示に従って測定機器を装着すれば測定結
果が無線（Bluetooth）で Unibo に転送され、その値を利用者に音声で伝える。体温を測るとき
の手順を図３に示す。同図には表１の(ⅲ)と(ⅳ)の手順を示している。他の手順についても同様
に Unibo の指示によって行われる。 
 

表１ Unibo からの音声による指示例 

 

(ⅰ)こんにちは、○○さん。体調はどうで
すか？今の症状について確認しますね。準
備はいいですか？ 
(ⅱ)体温計でお熱を測ってみましょう。 
(ⅲ)体温計の電源を入れ脇の下に挟んで
ください。 
(ⅳ)今のお熱は○○度ですね。 
(ⅴ)次に血圧計の電源を入れ、腕に巻いて
〇秒待ってください。 
(ⅵ)今の血圧は〇〇ですね。 

 

図３ 体温を測るときの手順 
 
 
 
（２）システムの評価 
本システムを高齢者に利用してもらい、フィジカル面とメンタル面の評価を行った。 
実験に協力してくれた高齢者の年齢構成を表２に示す。 
 

表２ 実験協力者の年齢構成 
男性 ７名 
女性 ４名 
年齢範囲 ７５歳から９０歳 
平均年齢 ７１．７歳 

 
 
フィジカル面での評価は体温計と血圧計を用いて行った。利用者には表１に示した指示内容に
従って測定を行ってもらい、測定終了後にアンケートに回答してもらった。アンケート内容と結
果を表３に示す。 
 

表３ アンケート内容と結果 

How do you feel about this system? 

Extremely Good Impression 4 (36.4%) 

Moderately Good Impression 7 (63.6%) 

Moderately Bad Impression 0 (0%) 

Moderately Bad Impression 0 (0%) 



Was the operation easy during body temperature 

Extremely Easy 7 (63.6%) 

Moderately Easy 2 (18.2%) 

Moderately Hard 2 (18.2%) 

Extremely Hard 0 (0%) 

Was the operation easy when measuring blood pressure? 

Extremely Easy 9 (81.8%) 

Moderately Easy 2 (18.2%) 

Moderately Hard 0 (0%) 

Extremely Hard 0 (0%) 

Did the touch operation problem? 

Yes / No 0 (0%) / 11 (100%) 

Did you enjoy the conversation with Unibo? 

Extremely Fun 5 (45.5%) 

Moderately Fun 6 (54.5%) 

Moderately Not Fun 0 (0%) 

Extremely Not Fun 0 (0%) 

Do you think this system can reduce loneliness and anxiety? 

Able 5 (45.5%) 

Moderately Able 6 (54.5%) 

Moderately Unable 0 (0%) 

Unable 0 (0%) 

Do you think this system can reduce loneliness and anxiety by contacting 

medical institutions? 

Able 5 (45.5%) 

Moderately Able 6 (54.5%) 

Moderately Unable 0 (0%) 

Unable 0 (0%) 

Do you want this system for use in your home? 

Yes / No 10 (90.9%) / 1 (9.1%) 

 
アンケート結果より、体温や血圧の測定も含めて本システムの有効性が確認できた。特に 90.9%
の利用者が自宅に本システムを導入したいと答えていた。 
メンタル面での評価を図４に示す視覚的評価スケール（VAS) を用いて測定した。スケールは 0 
～ 10 のスコア（「0 = 暗い感情」から「10 = 明るい感情」）を持ち、現在の感情をライン上に
マークしてもらった。 
 

 

図４ 視覚的評価スケール（VAS)． 
 
 



VAS の結果を表４に示す。実験前と実験後で 28.1% 感情が明るい方に移動していた。このことよ
り、本システムがメンタル面でのサポートに役立っていることがわかった。 
 

表４ VAS の結果． 

 Average Score Standard Deviation 

Before Experiment 6.1 1.9 

After Experiment 8.3 1.0 

Rate of Change 28.1 17.0 
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